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議 事 の 要 旨 

 

１ 開会 

 

２ 議事 

（１）計画案について 

事務局から別紙資料に基づき説明を行った。 

主な意見については、次のとおり。 

 

 （飯島委員長） 

行政ＤＸの推進の重点施策が「オンライン申請の拡充」ということ自体は

適切だと思うが、実施予定事業の数は「窓口の利便性向上」の方が多い。 

また実施事業が全市民向けの内容ではなく、限られた方が対象の申請項目

になっている。もちろんオンライン申請化をしていくことは、すぐできるこ

とでかつ非常に重要なことだと思うが、「窓口の利便性向上」と「オンライ

ン申請の拡充」を別項目とせずに１つの施策にまとめた方が良いのではない

か。まとめることで施策の中で取組む事業の数が増えるため、重点的に取り

組んでいることがわかりやすくなると思われる。 

    →（事務局）検討する。 

 

   （飯島委員長） 

ＤＸ推進に向けた基盤整備の中で「ＤＸ人材育成研修」をするということ

になっている。研修も職員の資質向上という点で重要だが、研修だけすれば

いいのではなく、研修した成果などを組織化して広めていくような全庁的に

ＤＸ人材が増える仕組みを作る必要があると思う。そのため、表現を「ＤＸ

人材の研修及び組織化」などにした方が良い。 

    →（事務局）検討する。 

 

３ その他 

 飯島委員長から、会議録の作成については、事務局に委任し、委員長の承認

をもって確定とすることについて意見を伺い、異議なしとのことで、承認され

た。 

 

４ 閉会 
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